
【 IT新改革戦略（H18.1)】

○2010年までに適正な就業環境の下での

テレワーカーが就業者人口の２割を実現

テレワークの定義等テレワークの定義等

ＩＴ（情報通信技術）を活用して時間や場所にとらわれない柔軟な働き方
語源は、Ｔｅｌｅ（遠い・離れて）とＷｏｒｋ（働く・仕事）

定義

テレワークには、以下のような形態があります。形態

現状・目標

【在宅型】 【施設利用型】 【モバイル型】
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※ ここでいうテレワーカーの定義は、週８時間以上テレワークを実施した人。

期待される効果

環境負荷低減

サスティナブルな
社会の実現

人材の有効活用

少子高齢社会へ
の対応

居住地（滞在地）選択
の拡大

地域活性化

移動距離、
移動時間の短縮

高齢者、障害者、
育児や介護を担う
者の就業促進

地方での就業機会
の増加
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